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　金杉小学校屋内運動場の太陽光発電設備設置工事費は
542万２千円は、5.4キロワットの施設で一般家庭の２倍
程度の能力がある。体育館の照明は無理だが会議室は賄
える。蓄電機能はない。

　教育的観点からは、学校施設が環境教育の実物大の教
材となるので子供たちの環境マインドの向上に大きく寄
与する。

〜契約金額の変更〜
　金杉小学校体育館耐震補強及び大規模改修工
事の契約が424万２千円増額になっている理由
は当初、水銀灯を予定していたが、LEDの長所
は省エネ率が６割で30年もつので効果を考え
た。また障がい者などを誘導する案内板やカメ
ラつきインターホンも含めての変更となった。

太陽光発電で会議室の電気を賄う 水銀灯からLEDに変更

　　金小ソーラーパネル

ソーラーパネルを設置（金小体育館）
教育現場で環境教育を実施
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反対討論 日本共産党
　　　吉田俊一

町のNPO団体

児童館で遊ぶ子どもたち

民間事業者に
指定管理を決定した児童館

ふれあいセンターの管理運営を
社会福祉協議会が継続

NPO法人の寄附金に税額控除

管理運営を審議
　町は平成24年度から３年間、松伏町児童館を管理・
運営する「指定管理者」を公募した。応募したのは、
現在の管理者「松伏町社会福祉協議会」と「大新東
ヒューマンサービス株式会社」の２つ。選考委員会
で書類審査及びプレゼンテーションを行なった結果、
「大新東ヒューマンサービス株式会社」が選定された。
　人員は常勤３名、非常勤６名体制で常時５名が勤
務するので、より充実する。この会社は他市の施設
でも指定管理を受けていて、選定は、書類とプレゼ
ンテーションのみで行なったが適正な運営が図られ
ている。今までの社協と比較し１千万近くの減額と
なるのは、人件費の削減によるが、職員研修、入社
時研修、定期研修を実施しているのでサービス低下
はない。

民間委託に反対 

　そもそも収益を上げる事業を行なわない福祉施設
の運営管理を公募し、短期間な利益を追求することは
大きな問題だ。住民の意見で事業改善し、職員の研修
が大切だ。今回の方法が適切だとは考えられない。

　地域で活動するNPO法人を支援するため、町が条
例で指定したNPO法人に寄附をした場合に町民税の
税額控除を受けられる。NPO法人の指定は、４月の
NPO法の改正に合わせて県が基準等を作成する予定
なので、県の動向を踏まえて今後検討する。また、
寄附金税額控除の適用下限額を５千円から２千円に
引き下げる。

　町は政策的、専門的な判断から社会福祉協議会に
管理運営を継続させることに決定した。

採決の結果
　賛成12人
　○新自民クラブ
　　山﨑（善）、飯島、
　　山崎（正）、荘子、渡辺
　○新政クラブ
　　髙橋、佐藤、福井　
　○町民クラブ
　　堀越、長谷川

○公明党
　南田、佐々木

反対２人
○日本共産党
　吉田、広沢

ふれあいセンター　デイサービスのようす
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ゴミの減
量を！

１日30t
づつ

増えてい
る飛灰

ゴミの減
量を！

白いシートで覆った屋外の飛灰

ゴミの減量を！
　清掃工場に搬入されているごみからも放射性
物質は検出されている。ごみの焼却処分により
発生した飛灰は、秋田県大舘市に受け入れをお
願いしていたが他地域から搬入されている飛灰
の中から高い放射性物質が確認されたため、市
民の反対運動により、搬入できなくなった。そ
こで、あらたに千葉県内に搬入をお願し少量で
はあるが受け入れて頂くことになった。しかし、
間もなく全面停止となった。更に、放射能の作
業環境測定などを追加したため、焼却炉の停止
期間が長くなり、通常の倍以上のゴミがたまっ
ている。飛灰は第一工場に保管しているが、満
杯となり、堆肥ストックヤードにも置いている。
昨年末に一部の受け入れ先が決まったと聞いて
いるが、懸案事項となっている。この際、ごみ
を減らしていくことが重要な課題となってい
る。（広報リュースをご覧ください。又ホーム
ページで。）

東埼玉資源環境組合
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耐震診断の結果が出た築比地浄水場

被災地での上空ヘリからの救助訓練
（正規の訓練場は建屋内で高度差がある）

　去る11月４日、吉川松伏消防組合は、比企郡川島
町に設置された『防災航空センター』を視察してき
ました。
　県は、大規模・複雑化する災害に対応するため、平
成２年度に「防災ヘリコプター」を導入し、防災航
空隊を発足させて運行を始め、県内の災害や救急医
療だけでなく、阪神・淡路大震災や新潟中越地震、東
日本大震災などの県外災害にも応援してきました。
　今年、４月からは、国と県から新たに２機が貸与
されて３機となり、点検・整備があっても常時２機
の活動体制が整えらる。
　説明を受けた後、模擬訓練が行なわれた。テレビ
の画面で救助ヘリの活躍を見た。訓練でしたが、体
を張り命を懸けた、機敏で真剣なまなざしが強く印
象に残った。

水道水の放射線検査体制はどう取り組まれてい
るか。
企業団が提供している水の９割は江戸川を水源
とし、残りの１割が井戸からくみ上げた水。埼
玉県では放射性物質の定期モニタリング測定を
５ヶ所の県営浄水場ごとに毎日行なっている。
　自己水の築比地浄水場と南部浄水場の地下水
は、地下250mから400mの井戸からくみ上げ、
取水から浄水処理、送水に至るまですべてに渡
り放射性物質の影響を受てはいない。安全確認
のため浄水処理後のろ過水を採取し、モニタリ
ング測定し、結果は不検出だった。

築比地浄水場の耐震診断の進捗と耐震化計画は。
耐震診断の結果、コンクリートの劣化はないが、
耐震性能を有していない。今後は、平成24年度
から３ヵ年で耐震補強工事を行う予定。
（給水人口は、越谷市32万８千452人。松伏町３
万１千215人）

被災地に飛ぶ

水は安全か

〜埼玉県防災航空センター視察〜
　　　　　　　  吉川松伏消防組合

〜放射能検査体制に　　　　　
　　　　　　　議論集中〜

　　　　　　  越谷・松伏水道企業団

問

答

問
答
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渡辺　忠夫
　○「町道、公共施設などの適切な維持管理に係る町の
　　方針」
　○「旧金杉小学校跡地の既存プール」
　○「平成24年度当初予算の編成方針」

荘子　敏一
　○洪水対策の精度を高めよ
　　（台風12号のシュミレーションから問題点を探る）

山﨑　善弘
　○町の放射線量測定の分析と安全性
　○宮城県山元町での復興支援と交流

福井　和義
　○小学校新設でマンモス校の解消を
　○AEDの管理研修は

南田　和実
　○スポーツ基本法に対する町の対応
　○放射線対策
　○町内周回の遊歩道整備の進捗は

山崎　正義
　○平成23年度事業の進捗と24年度予算編成
　○生活道路の拡幅整備

広沢　文隆
　○障害者の「住まいの場」の整備など、町の「福祉計
　　画」を充実せよ
　○「かるがもセンター」の新体系移行にあたり、通所
　　者の送迎を実施せよ

高橋　昭男
　○�生活保護の町の役割りと現状
　○旧職員住宅の今後の推移
　○手信号機（押ボタン式）の長い時間の解消と危険性
　○老人福祉センター地内の旧プール

吉田　俊一
　○給食や子どもの周りの放射能対策
　○金杉小学校通学路の歩道整備
　○町職員の再任用

堀越　利雄
　○平成24年度予算
　○スポーツ振興と音楽の町づくりの推進

佐々木ひろ子
　○災害対策に女性の視点を取り入れてはどうか
　○第５期介護保険事業計画の内容

質　問　の　主　題 11人の議員が町政を問う

　24年度予算編成方針の事柄 公有財産の有効活用が期待される旧金杉小学校プール

　旧金杉小学校跡地の既存プールの事柄

問

答

問
答

問

答

町道の老朽化したデコボコ及び町管理施設の外壁
等老朽化が目立つ、舗装・改修・維持管理は不可
欠だ。今後の計画的な維持管理を問う。
まちづくり整備課長　パトロールを強化し劣化状
況の把握に努め適正な執行計画を立て適切な維持
管理に努める。

道路掘り起こし工事許可の条件を問う。
まちづくり整備課長　松伏町道路占用工事標準条
件書に定められた舗装の復旧範囲・管理方法等に
基づき許可。適切に指導していく。

旧金杉小学校跡地の使用不能の既存プールは解体
して駐車場等の跡地活用は不可欠。住民サービス
の面からも得策だと思考するが、町の方策を問う。
町長　早急に解決の方法で対応したい。

問

答

問

答

スポーツと健康のまちづくりの取組み方針は不可
欠だ。どう示されたのか。
企画財政課長　暮らし満足度一番のまち、健全な
町政づくりのためにも最大級の好満足度化に努力
する。

地域総合型スポーツクラブ・体育団体・文化協会
を含めた各種団体への助成金と支援策の考えを問
う。
教育文化振興課長　目的達成には、財政的支援は
不可欠。団体と相互の連携・協力促進し必要な支
援をしていく。

　渡辺ただお（新自民クラブ）
Q
A
町道（公施設）維持管理は万全か

道路占用工事標準条件書の遵守で
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平時でも渋滞する野田橋（松伏町側）

放射線測定の様子

問

答

問

答

問

答

問
答

問

問

答

問

答
　
　

　

問
答

松伏町地域防災計画（以下計画）では、利根川が
氾濫したとき、避難先は野田市としているが、町
は対処するのか。
総務課長　住民自ら、人力で避難するのが大原則。

主要道路が渋滞などで混乱しないためにどうする
のか。
総務課長　東京都で実施された災害時の車両流入
禁止訓練などを参考に研究していく。

計画ではライフラインの復旧まで何日と想定して
いるか。
総務課長　明言できない。

では、復旧までの間、トイレの確保は大丈夫か。
まちづくり整備課長　洪水被害で下水道が機能し
ない場合、対応は難しい。一時的にビニール袋に
保管するなど、対処法を調査・研究していく。

非常時に、200名もいない職員が3万人もいる町
民の安全を守るのは難しい。現実に町ができるこ

町内の放射線量の推移と安全基準をどう考える
か。
環境経済課長　平均値は毎時0.116マイクロシー
ベルト、最大値は0.171、最小値は毎時0.073と
なっている。民間の幼稚園、保育園は平均値を下
回っている。
安全基準は、埼玉県東南部地域放射線対策協議会
の中間報告を踏まえ、地上50cmの高さで毎時
0.19マイクロシーベルトを超える箇所については
対策が必要としている。

松伏町産の農産物に対する放射線量は、小さいお
子様が食べても安心安全と言えるか。
環境経済課長　松伏町の農産物はミニトマト、ブ
ロッコリ、米の放射線量測定をしたが、いずれも
検出されず、あるいは微量で、お子様を含めて、
松伏町の農産物は安心安全だと考えている。

現在の町の放射線量は安全だと言えるか。
町長　町の放射線量は安全基準の数値を超えなけ
れば安全と判断している。その数値で見る限り安

答

問

答

とと、できないことを住民に周知すべきだ。
総務課長　計画のとおりに実施できるのか不安は
ある。
継続的に各種訓練やシュミレーションを実施し、
問題点を抽出して修正を加えていく。

全である。

宮城県山元町での復興支援から学ぶことはない
か。
副町長　松伏町の災害時においての避難誘導や避
難体制のあり方や、情報伝達手段の確保、ゴミ等
公衆衛生の確保などを再検討する必要があると感
じた。

　山﨑　善弘（新自民クラブ）

　荘子としかず（新自民クラブ）

Q

Q

A

A

現在の町の放射線量は安全か

洪水の防災計画は完成度が低い

数値で見る限り安全だ

継続して問題点の修正をしていく
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　　放射線副読本の内容（小学生向け）

児童数1121名の超大規模校

放射線って、何だろ
う？

放射線は光のようなものだが、光よ
りも物を通り抜ける働きが強い

放射線は、どのよう
に使われているの？

エックス線検査や、殺菌、宇宙の観
測にも利用されている

放射線を出すものっ
て、何だろう？

放射線物質は植物や岩石にも含まれ
る。放射性物質によって半減期が違う

放射線を受けると、
どうなるの？

多量の放射線を受けるとがんなどの
病気になる

放射線から身を守る
には？

放射線から離れる、浴びる時間を短
くする、建物など遮蔽物に隠れる

問
　
　
　
　
　
　
　
　

　
答
　
　
　
　
　
　
　

　
問

問
　
　

　
答
　
　

　

　
問

答

学校は児童・生徒がもっている「よい所」を具体
的に認め合える場である。
大人は、児童・生徒の活躍する場、認め合える場
の環境づくりに努力すべきである。
また、どの子ももっているすばらしい個性、才能、
無限の可能性を育てるためには、よりよい環境が
必要である。
しかし、1千121名の松伏小学校では、難しい。
教育委員会は、マンモス校を解消するため、小学
校の新設について、どのように考えているのか。
教育総務課長　ゆめみ野地区の再開発による児童
生徒の増加に伴い、平成15年度に学区審議会の答
申を受けて、町内小学校の現状と将来への展望に
ついて様々な角度から審議を重ねた。そして、小
学校の新設が必要不可欠であるという教育委員会
の基本方針を決定した。
今後も町部局と協議し、財政状況をふまえながら
分離、新設については検討する。

学校の設置者である町長は、小学校の分離、新設
についてどのように考えているのか。

スポーツ振興法が50年ぶりに改正されスポーツ基
本法となった。町は今後どう推進していく考えか。
また、学校の部活動・授業に積極的に一流の外部
指導者を招いて実施されてはどうか。
国、県の基本計画が示されていない。今後、近隣
市の動向を見て検討していく。外部指導者につい
ては松中に３名、松二中に３名お願いしている。
学校と連携を取り児童・生徒がより良い活動がで
きる環境整備に努めていく。

放射線対策に各自治体では積極的に取り組み、数
値が高いところは除染作業を実施している。川越
市では全小学校32校の1,502地点、雨どいや側溝
など132地点で測定し、170地点で除染作業を実
施。越谷市は雨どいで高い数値を示した小学校の
除染作業を実施し、今後も観察を続ける考えであ
る。吉川市では測定器を市民に無料で貸し出して
いる。住宅地の広場・公園など積極的に測定し、
住民の不安を取り除くべきではないか。
現在の数値では町内は問題ない。雨どい・側溝な
ど数値が高い場所が存在するかは不明である。今

答

問
　
答

町長　ゆめみ野地区の再開発ごろは、小学校の分
離、新設は必要であると考えていた。しかし、最
近は、高齢化による社会保障費の増加、少子化に
よる児童数の減少を考えると、松伏小学校の分離、
新設は難しい状況にある。

後、予備調査や本調査を実施していく。

福島県の子どもが避難先でいじめに遭った報道が
された。正しい放射線教育が必要ではないか。
文科省は来年度より授業で学習する放射線の副読
本を配布する計画である。

　福井　和義（新政クラブ）

　南田　和実（公明党）

Q

Q

A

A

新設で松小のマンモス校を解消へ

放射能対策はきめ細かく測量を

松伏小学校の分離、新設は難しい

住民の心配・不安に向合い取組む
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子育て支援センター内で遊ぶ親子

　生活道路拡幅整備を問
　
答
　

　
問

答

問

答

問
答

問
　

　
答
　

　

問

答

子育て支援センターですが10月オープンしました
が、その運営状況は。何人何組か。
企画財政課長　ファミリーサポートセンターを併
設し10月オープンいたし児童、保護者の交流を進
め、子供達の健やかな育ちに努めている。53人。

金杉小学校の体育館、耐震及び大規模改修工事を
現在実施しているが、進捗状況、その他。
教育総務課長　金杉小学校の耐震補強及び大規模
改修工事については１月中までに完了。子供たち
の安全安心の教育環境の確保につとめている。

地域社会づくり、コミュニティづくりの核である
集会所の補助金を新設したが、内容はどうか。
企画財政課長　自治会館維持管理補助金（36件
226万円を交付）創設し、地域の自治会活動を支
援。

福祉、健康、社会保障では。
企画財政課長　高齢者の安否確認、高齢者配食サ
ービスを６月から実施、現在53人の方が利用。

町は「第３期障害福祉計画」作成の準備段階だ。
住民要望に応え、福祉計画を充実せよ。この間の、
知的障害での療育手帳の交付状況はどうか。
福祉健康課長　19年度末、176人。21年度末、
187人。22年度末、199人。年々、手帳交付者は
増加している。

グループホームやケアホームは障害のある方の地
域生活を支える重要な機能だ。「住まいの場」が
あれば、それで全ての暮らしの問題が解決できる
わけでもないが、「地域で暮らす場」としての期
待は、障害のある方やご家族にとって、とても大
きいものがある。保護者も高齢化してきており、
早急に設置すべきだ。
　知的障害の方の保護者会等から町長宛に要望書
が提出されている。要望実現のため、どう応える
のか。
福祉健康課長　内容は、知的障害のある人たちが、
生涯をその人らしく、ありのままに、地域で支援
を受けながら住みなれた町で暮らし続けたいと願
う本人や家族が、グループホームやケアホームの

問
　

答

問
　
答

松伏町は道路改良率が低く特に市街化調整区域が
多くの面積を占めている。改良率を高めるにはセ
ットバック条例の制定を検討してはいかがです
か。
まちづくり整備課長　松伏町は農村部の町道が多
い。地域性もあり道路整備の目標を作り、計画的
に整備を行う必要がある。条例制定を検討して来
ましたが年間２千万円必要となる。

早期整備を求める要望だ。整備方法や運営等を調
査研究し、各関係者や関係機関と協議する。

「かるがもセンター」通所者に、高齢者介護施設
のような送迎をせよ。
福祉健康課長　緊急時の対応と、不公平を生じな
い対象や利用料等を考慮し、どのようにしたら実
施できるか検討したい。

　山崎　正義（新自民クラブ）

　広沢　文隆（日本共産党）

Q

Q

A

A

平成 23 年度事業の主な内容は

障害者の住まいの場を整備せよ

７つの施策実現に事業を展開

調査・研究し関係者らと協議する
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 県内の学校給食食材の放射性物質検査

 他県の特徴あるとりくみ

＊埼玉県調べ

老朽化し危険性がある旧職員住宅

検査機器の整備 ９自治体

民間に委託 30自治体

食材表面の放射線測定
独自基準　40Bq/kg 松本市、安曇野市

５日間の給食まとめて
の測定 千葉市

問
　

　

　
答
　

　

　
問
答

問
　

　

　
答
　

　

当町の生活保護受給者は年々増えている。しかし、
不正受給者がいる場合には、住民に不信感を与え、
不平、不満の声が出る。町は相談を受ける立場と
して、その時は解消する必要がある。役割りと対
応は。
健康福祉課長　町の生活保護の推移は平成16年３
月で120世帯、平成21年３月で198世帯、平成
23年３月で238世帯と増加している。町で受けた
相談は、相談内容、資産状況、家庭状況等を記載
した窓口相談記録票に記し県（埼玉県東部中央福
祉事務所）に送る。必要と思われる方にはケース
ワーカーが面接し、必要性を確認。不正があった
場合、県に通報し、ケースワーカーが確認。県は
定期的に生活保護世帯を訪問し、生活指導を行な
っている。

旧職員住宅が老朽化し危険性がある。対応は。
総務課長　財産の売却促進の手だてとし、12月中
に入札の広告。年明けの１月に入札参加資格の受
付。２月に資格審査。３月までに売買契約終結と
所有者権移転等の予定。

原発事故による放射能飛散によって農産物・海産
物・食品への汚染が大きな不安となっている。旧
福島市で農業者が検査依頼したコメで基準値以上
の放射性セシウムが検出され、周辺の再調査で基
準値を超えるものが相次ぎ発見され出荷停止措置
がとられた。これまでの検査体制の不十分さが明
らかになっている。町では学校給食の食材選定に
注意を払い、ホームページで産地公表を行ってい
るが、放射能測定も行い検証する必要があるので
はないか。

教育総務課長　食材への放射能の影響やその対応
について以前より研究をしており、検討課題がい
くつかある。国から県へ通知された情報では「機
器を購入する場合の補助制度がつくられること。
測定限界は、200ベクレル/kg（暫定基準）の5分
の１.40ベクレルまで測定できる機器を」との新
たな基準が示され、食品についても近々新しい基
準が発表される予定。基準をどのようにするのか
という問題がある。測定機器の種類、測定方法も
多様で、考え方を整理する必要ある。近隣との情

問

答

問
答

押しボタン式信号（原島歯科近く）待機時間が長
く、無視し県道を渡る。危険性の一歩手前だが。
総務課長　待機時間は、15秒から60秒。吉川松
伏線と交差する町道６号線（エローラ線）の信号
と連動させる仕組み。信号機を設置する時の通行
量等から設置した。

報を共有しながら、不安解消に向け鋭意研究を進
めていく。

町長としてはどのように考えるのか
町長　子どもたちに悪影響が出ないようにしっか
り体制をとっていく。

　高橋　昭男（新政クラブ） 

　吉田　俊一（日本共産党）

Q

Q

A

A

生活保護の不正受給者には

町として給食食材の放射能検査を

町から県に通報する

他自治体の状況を調査・研究中
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ロードレース大会

認知症サポーター養成講座を開催
（高齢社会に向けて、予防とサポートが必要）

問
　
答
　

　
問

答

問

答

問
答
　

　
問
答

問

答

問
答

問

答

平成24年度予算編成の時期だが、歳入拡大につい
て町はどのような具体的取組みをしているか。
企画財政課長　自主財源の確保充実について10項
目の取組みを行っている。コンビニ利用による納
税機会の拡大、企業誘致などで歳入の拡大を進め
て行く。

予算には従来の予算の精査と新たな事業の導入が
大事だが、新規事業にどのような方針で対応する
のか。
企画財政課長　財政の規律を保ちながら質の高い
公共サービスを行うことを予算編成方針として、
選択と集中をはかる。恒久的な歳出増を導入する
ためには恒久的な財源確保をする。

健康維持のために、スポーツ振興の取組みをして
いる自治体も多い。毎年１月に開催するロードレ
ース大会は５キロレースが最長だが、10キロに延
長すれば町外からの参加拡大になるがどうか。
教育文化振興課長　新たな距離延長は交通規制と
安全確保の面で警察が難色を示している。

地域防災会議に、女性を登用してはどうか。
総務課長　各委員の配下に女性職員がいるので、
提案や意見を反映できる。災害対策本部には２名
の管理職女性がいる。男女共同参画部局との連携
は、条例では、10分の４未満にならないよう規定
している。女性の意見だけでなくパブリックコメ
ントを活用し意見を聞く。
女性消防団員の更なる増員をしてはどうか。
総務課長　火災予防活動や救命指導などで活躍。
10名枠に男女を問わず募集する。
避難所の整備運営に、女性の視点や子育てニーズ
を反映しているか。HUGを取り入れてはどうか。
総務課長　「災害時要援護者等への配慮」に明記。
避難所運営ゲームは、まず職員とやってみたい。
自主防災組織は県下でも弱体である。強化せよ。
総務課長　働きかけや県の指導者育成の案内して
いる。出前講座は、240名が受講だった。

小中学校の防災教育、避難訓練の取り組み状況と
松伏高校の町の取り組みはどうか。
教育総務課長　学校の教育活動全体を通して実

問
　

答

問
　
答

距離は５キロコースを２往復すれば良く、10キロ
は早い人で30分、平均50分台で１時間20分の時
間制限を設ければ問題ない。越谷市は元旦に10キ
ロ大会、吉川市もハーフマラソン開催しているが。
教育文化振興課長　交通規制と安全面から警察が
慎重になっている。

施。高校は、昨年避難所指定「災害時における県
立学校の使用に関する覚書」を締結し、今後備蓄
を考える。

第５期介護保険事業計画の内容のポイントは何
か。
住民ほけん課長　法改正に伴い、地域包括ケアシ
ステムを構築する。

　堀越　利雄（町民クラブ）

　佐々木ひろ子（公明党）

Q

Q

A

A

ロードレース大会 10K 延長計画は

災害対策に女性の視点を注視せよ

交通規制と安全面で警察が慎重

あらゆる角度で女性の意見を聞く
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町民のみなさん傍聴
ありがとうございました

12月議会傍聴者数
12月５日　４名
12月６日　１名
　 合計　　５名

    守谷市地域子育て支援センター視察
　　　　　　　　　　　　文教民生常任委員会
　11月９日、松伏町文教民生常任委員７名と福祉健康課長など
計 12名は、茨城県守谷市地域子育て支援センターの運営と活動
を視察した。
　守谷市はつくばエクスプレスの開通以来、首都圏のベットタウ
ンとして右肩上りの人口増により、現在では人口６万２千人を超
えている。子育て世代の増加により、市は子育て支援にさまざま
な取組みを行い、『笑顔かがやく子育て環境』を合言葉に、子育
てを地域みんなで支えあっている。
　地域子育て支援センターでは育児相談をはじめ、親子が元気に
集い楽しみながら互いに学び育ちあえる「夢っ子ひろば」や、サ
ークル支援、子育て講座（年 51回）、夢っ子コンサート、健康
スポーツフェスティバル、世代間交流、学生ボランティアとの交
流、子育て情報の提供などを行っている。
　活動状況の説明を受けた後、守谷市木崎の子育て支援センター
と市民交流プラザ内のファミリーサポートセンターを見学した。
子育て支援センターでは明るい親子の姿になごみ、ファミリーサ
ポートセン
ターでは音
楽演奏を楽
しむ設備が
あることに
驚いた。

【 編 集 後 記 】荘子　としかず
　たいへん遅くなりましたが、議会広報を横書きにしました。
　広報委員全員で、全国広報誌研修会に参加し、横書きの特徴な
どを学んできました。
　紙面のレイアウトや写真の使い方、わかりやすい見出し、など
苦労を重ねて本号になりました。
　まだまだ手探りの編集作業です。町民の皆様の素直な御意見を、
お聞せ下さい。改善していきます。
　議会だよりを通じ、議会に関心を持っていただければ、何より
の喜びです。

議　　長	 　鈴木 勝
議会広報発行特別委員会
委 員 長　　　荘子　としかず
副委員長　　　堀越　利雄
委　　員	 　山崎　正義
委　　員　　　佐々木ひろ子
委　　員	 　高橋　昭男
委　　員	 　広沢　文隆
委　　員	 　飯島　正雄

子育て支援センター
親子ふれあい

ファミリーサポートセンターの
楽器演奏室

会議（守谷市役所内）


